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川本 芳 (名大 ･農)
ニホンザル (M./uscata)において興味ある地
域分化を示す血焚中のビタミンD結合性タンパク
(以下DPBと略す)の変異について他のfascicul-
arisグループのマカクを調査した.
タイワンザル (M.cyclopis)68個体､アカゲ
ザル (M.mulaua)375個体 (タイ産30､パキス
タン産32､インド庄203､中国産110)の保存血焚
試料を汚屑ポI)アクリルアミドゲルを用いた等電
点fG気泳動法により分析したoこの結党､タイワ
ンザルでは多型が認められずDPBl迫伝子に固
定していた｡また､この辺伝子は各地のアカゲザ
ルiJ!団にも広く分布し､その頻度は0.961-0.986
のru蛸であった｡中郡､関東､東北地方のニホン
ザルに認められたDPBl迫伝子は0.009と低頻度
ながらも中国産アカゲザル集団に存在することか
らニホンザルに固有の変異型ではないと考えられ
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